
特許読解支援AIアシスタント「サマリア」新機能

および知財情報フェア出展に関する総合レポート

はじめに

本レポートは、特許読解支援AIアシスタント「サマリア」（SUMMARIA）の新機能「レポート機

能」および「知財情報フェア」への出展に関する公式情報と外部評価を徹底的に調査し、その

内容、意義、市場での位置づけ、ユーザーからの期待や懸念点を総合的に分析したものです。

特許分析業務におけるAI活用の現状と、サマリアが提供する価値について考察します。

1.サマリア（SUMMARIA）の概要

1.1. 基本機能とターゲットユーザー

サマリアは、弁理士が開発に携わった特許文書の読解支援AIアシスタントです。難解な特許文

書の読解や理解にかかる時間と手間を大幅に削減することを目的としています。主な機能とし

ては、用語定義の説明作成、キーワードからのサマリ作成、キーワードのハイライト表示など

があり、特許公報の読解支援やサマリ作成を効率化します。

ターゲットユーザーは、弁理士、企業の知財部員、研究開発者、エンジニアなど、特許文書の

読解を行う専門家や実務担当者です。特に、先行技術調査、拒絶理由通知対応、クリアラン

ス、係争対応、新規特許出願などの業務を効率的に行いたいと考えているユーザーに価値を提

供します。

1.2. 新機能「レポート機能」の詳細

2025年9月9日にリリースされた「レポート機能」は、特許分析後の結果を視覚的に整理し、対

象区分の内容を容易に把握することを目的としています。

主な機能:

• グラフ作成と可視化: 集合に対して行った指示の回答結果をもとに、グラフを作成し可視化

します。

• 課題解決マトリクスの作成: 分類付与の結果をクロス集計することで、従来多大な工数が必

要だった課題解決マトリクスをサマリア内で簡単に作成できます。

• AI指示による一括処理: 「AI指示」機能を利用し、対象の区分に含まれる複数の特許文書に

対して一括で指示を出すことで、具体的な内容を簡単に把握できます。

• AI検索による関連特許リスト表示: 特定の用語に関連のある特許を、類似度が高い順にリス

ト表示します。
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ユースケース: AI出力結果（分類、発明評価など）の画面上での集計、検索、指示、課題・解決

マトリクスなどのグラフの少ない工数での作成、書誌事項と組み合わせたグラフ作成などが挙

げられます。

期待される効果: 特許分析における集計・可視化の工数削減、課題解決マトリクスの容易な作

成、複数特許文書の内容の一括把握、関連特許の効率的な検索を通じて、知財部員がより戦略

的な業務に集中できる環境を提供します。

2. 知財情報フェア出展に関する情報

サマリアは「知財情報フェア」に出展し、新機能「レポート機能」のデモンストレーションな

どを通じて、その価値をアピールする予定です。フェアでは、サマリアに関するウェビナーも

開催され、株式会社知財デザイン、弁理士法人レクシード・テック、株式会社LeXi/Vent、弁理

士法人はるか国際特許事務所、株式会社MIXI、パテント・インテグレーション株式会社の代表

者や弁理士が登壇します。個別対談の申し込みも受け付けており、ユーザーとの直接的な交流

の機会を設けています。詳細な開催日時と場所は、提供された情報からは特定できませんでし

たが、知財業界における重要なイベントでの露出は、サマリアの認知度向上と新規顧客獲得に

繋がるものと期待されます。

3. プロンプトエンジニアリングの課題とサマリアの解決策
noteの記事「知財部員はプロンプトを一生管理するのか？」では、生成AIの活用が広がる中

で、プロンプトエンジニアリング（プロンプトの標準化、メンテナンス、バージョン管理、ト

レーサビリティ）の負担、属人的な管理、特許情報のデータ成型に必要な専門知識といった課

題が知財部員にのしかかっていると指摘されています。

サマリアの新機能「レポート機能」は、これらの課題に対して以下の解決策を提供します。

• プロンプト管理の負担軽減: 「AI指示」機能により、複数の特許文書に対して一括で指示を

出すことが可能となり、個々のプロンプトの試行錯誤や管理の必要性を軽減します。これに

より、知財部員はプロンプトの「調整や管理」ではなく、本来の業務に集中できます。

• データ成型の簡素化と可視化: 「レポート機能」は、AI出力結果の集計、グラフ化、課題解

決マトリクスの作成を容易にします。これにより、複雑な特許情報をプロンプトに適した形

に成型する手間が軽減され、データ処理の専門知識がなくても視覚的に分かりやすい分析結

果を得られるようになります。

サマリアは、外部ツールとしてプロンプト管理やデータ成型の煩雑さを代替し、知財専門家が

事業や戦略に資する示唆を導き出すという本来の価値を最大限に発揮できる環境を提供しま

す。

4. 外部評価と競合分析



4.1. 外部評価・評判

「サマリア」の新機能「レポート機能」は、外部からも高い評価を受けています。LeXi/Ventの

上村侑太郎氏によるnote記事では、特許分析で煩雑だった「分析結果を整理してレポートにま

とめる作業」を解決する機能として高く評価されています。特に、グラフ作成、可視化、クロ

ス集計による課題解決マトリクス作成、AI指示による一括指示、AI検索による関連特許リスト表

示といった具体的な機能が、作業効率の大幅な改善に繋がると期待されています。また、X（旧

Twitter）では、ユーザーから「サマリアのこの新機能の使い方は♾️と感じました。パテントマ

ップの要素をクリックして、その集合に対しする質問も自由にできます。」といった声が寄せら

れており、柔軟な分析と操作性が高く評価されています。

4.2. 競合製品との比較

特許分析や読解を支援するAIツールは複数存在し、それぞれが独自の強みを持っています。主

要な競合製品とサマリアの「レポート機能」を比較します。

製品

名
主な特徴 類似機能

サマリア「レポート機能」との比較

における独自性・優位性

THE

調査

力AI

国内外の特許データを

集約し、評価業務をア

シストする知財グルー

プウェア。高い翻訳精

度と情報共有の円滑化

が強み。

評価連動マトリク

ス表示機能（競合

分析）、AIによるノ

イズ除去機能、新

着SDIの自動配

信。

サマリアはプロンプト管理の負担軽

減に特化し、弁理士開発による実務

志向の課題解決マトリクス作成が強

み。THE調査力AIは多言語対応とグ

ループウェアとしての情報共有に優

れる。

Pate

ntS

QUA

RE

30年以上の実績を持つ

特許調査システム。調

査ノウハウがない企業

でも効率的に特許調査

が可能。

AI検索、AI自動分

類。

サマリアは分析結果の可視化とレポ

ート作成のシームレスな連携に優れ

る。PatentSQUAREはシステムの安

定性と長年の実績が強み。

AI 

Sam

urai 

ONE

最短3日で出願前の調査

や特許文書を作成。

類似文献の自動抽

出、調査結果の要

約。

サマリアは分析結果の集計・可視化

と一括指示による効率的な分析に注

力。AI Samurai ONEは特許文書作

成支援までカバーする。

pate

ntfi

eld

特許検索、データ可視

化、AI調査機能を組み

合わせた総合プラット

フォーム。

データ可視化、AI

調査機能。

サマリアは特に課題解決マトリクス

の容易な作成とプロンプト管理の負

担軽減に強み。patentfieldは検索か

ら分析まで総合的なプラットフォー

ムを提供する。



サマリアの「レポート機能」の独自性と優位性は、特にプロンプトエンジニアリングの負担軽

減と、弁理士開発による実務に即した分析とレポート作成のシームレスな連携にあります。特

に、課題解決マトリクスを少ない工数で作成できる点は、他のツールと比較して大きなアドバ

ンテージであり、ユーザーからの高い評価にも繋がっています。

5. 結論

特許読解支援AIアシスタント「サマリア」の新機能「レポート機能」は、特許分析業務におけ

る効率化と質の向上に大きく貢献する画期的な機能であると評価できます。プロンプトエンジ

ニアリングの負担増大やデータ成型の複雑化といった知財部員が直面する課題に対し、サマリ

アはAI指示による一括処理、分析結果の容易な可視化、課題解決マトリクスの自動生成といっ

た機能を通じて、具体的な解決策を提示しています。

知財情報フェアへの出展は、これらの新機能を広く知財業界に紹介し、潜在的なユーザーとの

接点を増やす重要な機会となります。外部からの評価も高く、特に分析結果の整理とレポート

作成の効率化に対する期待は大きいものがあります。競合製品と比較しても、サマリアはプロ

ンプト管理の負担軽減と実務に即した分析レポート作成のシームレスな連携において独自の優

位性を持っています。

今後、サマリアが知財業界の働き方改革をさらに推進し、特許分析のデファクトスタンダード

となる可能性を秘めていると言えるでしょう。ユーザーからの期待に応え、継続的な機能改善

とサービス提供が求められます。


